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◇プラスチック製品のマテリアルフロー図（２０１４年）を公表 

 

 (一社)プラスチック循環利用協会では、「プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処

理処分の状況」をまとめた｢マテリアルフロー図｣を毎年作成し、広く公開しています。 

 ２０１５年１２月に、２０１４年の｢マテリアルフロー図｣が公表されました。 

 

 プラスチック全体については、２０１４年の樹脂生産量お

よび国内樹脂投入量は２０１３年とほぼ同量となりました。

リーマンショックを境に減少傾向を続けていましたが、確実

に下げ止まっています。 

 

 一方、廃プラスチックのリサイクルは着実に進み、｢有効利

用率｣（マテリアルリサイクル＋ケミカルリサイクル＋サー

マルリサイクルの比率）は年々増加し、２０１４年は８３％

に達しています。欧米では有効利用率を算出していません

が、日本は世界で最も廃プラスチックの有効利用が進んでい

ると考えられます。 

 

 塩化ビニル樹脂については、｢マテリアルフロー図｣の構

成要素の詳細を見ると、塩化ビニル樹脂（ＰＶＣ）の特徴

が良く分かります。２０１４年のＰＶＣの生産量は１４８

万トンで樹脂全体の約１４％を占め、２０１４年のＰＶＣ

の国内総排出量は８０万トンで樹脂全体の約８．６％を占

めます。そのうちＰＶＣのマテリアルリサイクル量は２２

万トンで、排出量に占めるマテリアルリサイクル量の比率

は約２８％になります。樹脂全体の同比率が約２１％であ

ることから、他の汎用プラスチックと比べてＰＶＣのマテ

リアルリサイクル比率は高いのが特徴です。 
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 例えば、塩ビ管・継手、

農業用ビニルフィルム

は、古くから使用済み製

品の再利用が進み、それ

ぞれ排出量の６～７割

が回収され再使用され

ています。また、タイル

カーペットでは、使用済

み製品の塩ビコンパウ

ンドの分離・再利用が進

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マテリアルフロー図に一昨年から環境負荷削減効果を掲載しています。これは、廃プラスチッ

クを有効利用しなかった場合に対して、廃プラスチックを有効利用によって回避されたエネルギ

ー消費量および回避されたCO２排出量を意味するものです。２０１４年のCO２削減効果は１，６７

８万トン（対前年比４５万トン増加）です。２０１１年から２０１４年まで４年間に廃プラスチックの有

効利用率が７８％から８３％に上昇したことに伴い、CO２削減効果は１２０万トン向上しました。こ

のように、廃プラスチックの有効利用が着実に進み環境負荷削減に貢献していることがわかりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

◇古代ヤマトの遠景〔番外〕（１２） 

木下 清隆 

＜前回とのつながり＞ 

  伊勢の櫛田神社の祭神は昔から大若子命として伝承されてきている。ところがこれを

裏付ける史料は何も無い｡唯一頼みに出来るのは『倭姫命世記』であるとして、前回ま

でに『倭姫命世記』を検討してきたが、その可能性は高いことが分かってきた。今回か

らは次なる資料の検討である。 

 

 ３．倭姫命世記 

 二つめの資料は櫛田神社の由緒書きである。この資料は筑紫豊氏が『櫛田神社祭神考』

（神道宗教、一九六七年七月号）の中で、伊勢の櫛田神社を昭和三十七年に訪れたさい、

そこの宮司から入手されたものとして、全文が紹介されているものである。その主要な部

分を引用すると、 

  ｢本社は、所謂式内社として其の御由緒の

古き尊きが故に、古来朝廷の尊崇厚く、毎

年祈年祭の奉幣
ほうべい

に預り給へる神社なり。

…古来神宮の殿舎は二十年毎に造替の例

にて、其時神宮の七院と社十二処とを造

替せられしが、延喜大神宮式には、その十

二社中に櫛田社を挙げられ、応永九年(一

四〇二)の造外宮諸殿頭上注進状に“弐拾

貫文くしだやしろ”とも明記せられ居る

こと、… 櫛田神社が斯くの如く尊崇せ

られたることは、垂仁天皇の御代以来、神宮とは最も深き御縁故を有せらるるが故な

り。… 本社はもと広大なる社域を有せしものの如くなれども、中世以降衰頽し、江

戸時代初期に於ては、社も無く絶え果て、慥かなることは知る人も無かりし由、山中

為綱の『勢陽雑記』に見えたり。本社の社地に就いては、諸書あり。多くは櫛田村に

在りとす。… 本社の祭神に就ては出口延経の『神名帳考証』(享保十八年、一七三

三)、鈴鹿連胤の『神社覈録
かくろく

』(明治三年、一八七〇)、及び『勢陽俚諺』、『勢国見聞集』

等、櫛玉命とし、延経の『伊勢国神名帳考証』及び伴信友の『神名帳考証』には、此

神は此の国の地主神として奉祀せられたるものとす。… 何故にこの神をこの地に奉

祀せるか由縁明らかならず。… 依りて橋村正身の『神名帳考証再考』(明和六年、一

七六九)には、本社の祭神を櫛玉命となすことを否定したり。かくの如くにして藤堂

元甫監修の『三国地誌』、秋里籬島の『伊勢参宮名所図会』、古屋久詰の『布留屋草紙』、

及び『背書図誌』、『勢陽五鈴遺響』には、垂仁天皇の御代、倭姫命、皇大神を奉じて

各地を御巡行の際、命に供奉したる大若子命を以て本社の祭神なりとし、爾来、復異

説無く、以て現代に及べり。｣ 

と云ったものである。これを要約すると、 

 

■随想 

伊勢 櫛田神社 



① 櫛田神社は式内社であり、朝廷の尊崇が篤かった。 

② 外宮の遷宮造替時に櫛田神社も同様の造替が行われた。 

③ 中世以降衰退し、江戸時代には社がなくなった。 

④ 櫛田神社の祭神は江戸中期頃までは、櫛玉命とされていたが、途中で大若子命に替わり、

それ以降この命が祭神として定着した。 

とまとめられよう。この中で式内

社とは、『延喜式』神名帳に登載

されている全国二八六一社（祭神

三一三二座）の神社のことをい

う。神社が式内社であるか否か

は、その神社の社格を表わす基準

と考えられていたことから、櫛田

神社が式内社であることは、かな

りのレベルにあったことを示し

ている。 

 ただ、この式内社に石清水八幡

宮、吉田神社、北野天満宮、祇園

社等、山城国の主要神社が抜けて

おり、その選定基準は定かではな

い。筑前国那珂郡においては、筥

崎宮と住吉神社は含まれている

が、香椎宮と櫛田神社は落ちて

いる。 

 なお、この神名帳には当時の国ごとの神社名は記載されているが、祭神については全く

触れられていない。 

 

 次に祈年祭であるが、これは、その年の稲の豊穣を神々に祈願する祭祀の一つで、二月

に行なわれている春の大祭である。奈良時代はこの日に、各地の式内社の祝部
はふりべ

が神祇官に

参集し幣帛を受け取っていたが、受け取りにくる者が次第に少なくなったために、平安時

代に入ると神祇官から幣帛（財貨・食物等）を受ける官幣社と、国司から受ける国幣社と

に分けられた。 

 奉幣は天皇の命により神社等に幣帛を奉ることで、伊勢神宮、賀茂神社等極めて社格の

高い神社のみがその対象となった。従って、伊勢の櫛田神社が奉幣に与った、とあるのは

普通では考えられないことで、記述が間違ないとすれば、破格の扱いを受けていたことに

なる。更に、二十年ごとの式年遷宮のための外宮の造替時に、櫛田神社も造替されていた

ということは、これも破格の待遇である。 

 

 櫛田神社がこのような厚遇を受けた理由として、「古来朝廷の尊崇厚く、…垂仁天皇御代

以来、神宮とは最も深き御縁故を有せらるるが故なり。」と説明されているが、何故､外宮

の摂社でもない櫛田神社が、これほどの厚遇を受けたのかの理由は明らかではない。余程

それにふさわしい神がこの神社に祀られていたとしか考えられないが、記述が天照大神の

国家神としての位置付けが確立した時代であることから考えると、この天照大神にゆかり

のある神であることが､その対象として絞られてこよう。 

式内社 

左：筥崎宮(福岡市東区)、右：住吉神社(福岡市博多区) 

式外社（式内社から外れた神社） 
左：石清水八幡宮(京都府八幡市)、右：祇園社(京都市) 



 

 この時代の神々の世界は､基本的には記紀に記載された神々が支配的だった時期と考え

られることから、記紀の神々がその対象となってくるが、これほどの厚遇を受ける神は記

紀の中には見当たらない。この時代のことを考える上において､考慮しておかなければなら

ないも一つの重要な事項がある。それは前述した伊勢神宮創建記の中の、 

  ｢太陽信仰の天皇による独占化により、源平両氏をはじめとする賜姓皇族にとっては氏

神を奪われた形となり、氏神を伊勢以外に求める現象が生じた｣ 

とする個所である。これは、岡田精司氏による当時の社会現象についての指摘であるが、

この時代、何かが求められていたとの認識は、現代からは想像できない重要な視点と云え

よう。岡田氏はどのような神が求められたのかまでは言及していないが、天照大神にゆか

りのある神で、天照大神に替わる神が求められていたとするなら、考えられる候補として

は、大若子命以外には無いことになる。 

 

 律令体制が整備されていく中で伊勢神宮の絶対化が推し進められ､そのことによって伊

勢神宮は皇族にとって遠い存在になっていく。このようなとき、神宮創建の功臣としての

大若子命と、この命を祭神とする櫛田神社の名声が皇族の中で、急速に高まっていった可

能性は有り得よう。しかし、この度会氏の祖とされる名も無い神が突然のように人々の前

に現れ、ここに想定するような名声と皇室の厚遇を受けたことが事実とすれば､何か仕掛け

が在ったはずである。その仕掛けが先に述べた『太神宮本記』だった可能性はある。 

 御巫清直がいうようにこの本記が、八世紀の中葉頃までには存在していて、この内容が

『倭姫命世記』に受け継がれているとするなら、この世記がほとんど大若子命の宣伝本に

成っていることからも､このことは理解される。伊勢神宮から出された『太神宮本記』なる

書に当時の多くの皇族たちは、自分達が全く知らなかった神宮創建の功臣、大若子命なる

度会氏の祖を見出して驚くと同時にこれに親しみ、これを祭祀する者も現れたのではなか

ろうか。このような想定がある程度、的を射ているとするなら、先の、｢古来朝廷の尊崇篤

く、…垂仁天皇御代以来、…深き御縁故を有せらるるが故なり｣の意味も無理なく理解され

ることになる。（なお、ここで想定していることが、実は本当であったことを示す神社が存

在する。このヶ所を執筆後に発見し、当時、大いに驚いた記憶がある。この神社のことと、

関連事項は後で出て来る。） 

 

 櫛田神社の祭神について、以上のような想定がある程度正しいとするなら、ここでの検

討結果は次のようにまとめられよう。 

 ― 度会氏は『太神宮本記』によって大若子命を宣伝し、これが功を奏し大若子命は朝

廷の尊崇を受けるまでになった。このような伝承が櫛田神社に伝えられているこ

とからみて、櫛田神社の祭神は大若子命であるといえる。 ― 

（つづく） 

 

この「古代ヤマトの遠景｣に対し、ご意見・ご感想を頂ければ幸いに存じます。>>（筆者） 

「古代ヤマトの遠景」：バックナンバー 
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 昨年暮れから「スター・ウォーズ フォースの覚醒」が公開されていますが、この正月

休みに見られた方も多いのではないでしょうか。第１作公開から既に４０年近くが経ちま

すが、人気は衰えることを知らないようです。私も大学生時代に見た第１作の映像に衝撃

を受けたことを昨日のように思い出します。 

 今回の映画には最初の３部作の主要メンバーが久しぶりにその姿をスクリーンに現し、

また第１作目のシーンを髣髴させるような場面も多く、同窓会に出席したような感慨を受

けました。（ヨッシー） 

 

 

 

●メールマガジンバックナンバー 

●メールマガジン登録 

●メールマガジン解除 

 

 

■編集後記 

■関連リンク 

 

 

 

 

◆編集責任者 事務局長 高橋 満 
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